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山
田
耕
筰
歌
唱
関
西
大
学
学
歌
音
源
の
収
蔵
に
つ
い
て

年
史
編
纂
室

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
一
月
、
本
学
学
歌
を
作
曲
し

た
山
田
耕
筰
自
ら
が
歌
う
、
関
西
大
学
学
歌
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
デ

ジ
タ
ル
音
源
を
年
史
資
料
と
し
て
収
蔵
し
た
。
本
稿
で
は
、
音
源

収
蔵
ま
で
の
経
緯
を
ま
と
め
て
お
く
。

関
西
大
学
学
歌
の
制
定

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
関
西
大
学
は
現
在
の
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
移
転
し
、
大
学
令
に
も
と
づ
く
大
学
へ
昇
格
し
た
。
時

の
総
理
事
兼
学
長
で
あ
っ
た
山
岡
順
太
郎
は
「
学
理
と
実
際
の
調

和
」「
国
際
的
精
神
の
涵
養
」「
外
国
語
学
習
の
必
要
」「
体
育
奨

励
」
の
四
つ
か
ら
な
る
「
学
の
実
化
」
の
理
念
を
提
唱
し
、
こ
れ

か
ら
の
関
西
大
学
が
目
指
す
べ
き
指
針
を
示
し
た
。

　

新
た
な
時
代
を
迎
え
た
関
西
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
歌
に

変
え
て
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
歌
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
学
教
授
服
部
嘉
香
が
作
詞
し
、
服
部
と
親
し
か
っ
た

音
楽
界
の
偉
才
山
田
耕
筰
の
作
曲
に
よ
り
、
現
在
の
関
西
大
学
学

歌
が
誕
生
し
た
。

山
田
耕
筰
の
学
歌
歌
唱
指
導

　

山
田
耕
筰
は
学
歌
作
曲
後
、
二
度
に
わ
た
っ
て
学
歌
の
歌
唱
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
一
度
目
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
二
月

二
十
二
日
の
こ
と
で
、
大
阪
・
神
戸
・
京
都
で
の
作
品
発
表
会
の

た
め
来
阪
中
で
あ
っ
た
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
十
二
年
二
月
十

一
日
・
二
十
三
日
付
）
山
田
耕
筰
を
、
宿
泊
し
て
い
た
今
橋
ホ
テ
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ル
に
、
宮
島
綱
男
専
務
理
事
、
服
部
嘉
香
教
授
、
音
楽
部
の
部
員

五
名
が
訪
ね
、
そ
こ
で
部
員
が
学
歌
の
指
導
を
受
け
た
の
で
あ
る

（
写
真
1
）。『
千
里
山
学
報
』（
第
八
号
、
大
正
十
二
年
四
月
発
行
）

は
、
学
歌
指
導
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る
。
な
お
、
山

田
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
耕
筰
と
改
名
し
て
い
る
の
で
、

引
用
資
料
で
は
耕
作
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

山
田
耕
作
氏
の
学
歌
指
導

　

二
月
廿
二
日
夕
、
宮
島
専
務
理
事
、
服
部
教
授
及
び
本
学

音
楽
部
員
数
名
は
、
山
田
耕
作
氏
を
今
橋
ホ
テ
ル
に
訪
問
し

た
。
氏
は
来
着
早
早
の
多
忙
中
を
繰
合
わ
せ
て
一
同
と
会
見
、

長
い
鉄
路
の
疲
れ
も
厭
は
ず
敬
虔
な
態
度
で
、
本
学
学
歌
作

曲
の
感
想
及
び
歌
曲
の
詳
細
な
説
明
を
さ
れ
た
。
氏
は
更
に

自
ら
ピ
ア
ノ
に
向
ひ
、
各
節
毎
に
主
唱
伴
奏
の
範
を
示
し
て
、

親
し
く
部
員
を
指
導
せ
ら
れ
た
。
好
楽
家
の
宮
島
理
事
、
作

歌
者
た
る
服
部
教
授
も
、
円
熟
せ
る
氏
の
伴
奏
が
語
る
豊
満

な
芸
術
味
と
無
上
の
感
激
に
満
た
さ
れ
て
、
今
更
の
如
く
、

氏
の
作
曲
に
よ
り
祝
福
さ
れ
た
学
歌
を
嘆
美
せ
ら
れ
た
。
こ

こ
に
山
田
氏
に
対
し
、
当
夜
の
御
懇
切
な
御
薫
陶
を
謝
し
、

写真 1　今橋ホテルでの記念写真（『学報』第 8号掲載）
右端宮島綱男、着席右山田耕筰、着席左服部嘉香
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且
つ
か
か
る
大
家
の
温
容
に
接
し
て
、
快
い
音
楽
の
夕
べ
を

送
る
事
の
出
来
た
幸
福
を
特
記
し
、
同
夜
の
写
真
と
共
に
長

く
音
楽
部
の
記
念
と
し
た
い
。

　

二
度
目
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
一
月
五
日
の
こ
と
で

あ
る
。

　

本
学
で
は
「
学
の
実
化
」
の
理
念
を
受
け
て
、
大
学
の
講
義
で

は
得
ら
れ
な
い
実
際
的
な
知
識
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
各
界
で
活
躍

す
る
著
名
人
を
講
師
と
し
て
招
き
「
学
の
実
化
」
講
座
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
た
。
そ
の
講
師
と
し
て
山
田
耕
筰
が
招
か
れ
、
講

演
後
に
本
学
学
生
に
対
し
て
学
歌
指
導
を
行
っ
た
。『
千
里
山
学

報
』
第
十
五
号
（
大
正
十
三
年
一
月
発
行
）
の
記
事
を
載
せ
て
お

く
。　

山
田
耕
作
氏
の
来
学
と
第
十
九
回
「
学
の
実
化
」
講
演
会

　

去
る
十
一
月
五
日
、
本
学
学
生
の
た
め
に
学
歌
指
導
の
労

を
快
諾
せ
ら
れ
た
、
山
田
耕
作
氏
を
迎
へ
、
午
前
十
時
よ
り

千
里
山
学
舎
第
九
号
教
室
に
於
い
て
第
十
九
回
「
学
の
実
化
」

講
演
会
を
開
い
た
。（
中
略
）
講
演
後
同
氏
は
引
続
き
自
ら
ピ

ア
ノ
の
前
に
座
つ
て
、
約
一
時
間
半
に
亘
り
全
学
生
の
た
め

に
、
懇
切
且
つ
熱
心
に
学
歌
を
指
導
せ
ら
れ
た
。
誠
に
快
い

音
楽
的
気
分
に
富
ん
だ
氏
の
講
演
の
後
に
、
更
に
こ
の
若
若

し
い
元
気
に
満
ち
た
学
歌
の
指
導
に
よ
つ
て
所
謂
『
力
の
音

楽
』
を
体
得
し
た
も
の
も
少
な
く
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
氏

は
更
に
こ
の
意
味
に
於
け
る
音
楽
の
具
現
と
し
て
、
本
学
に

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
作
る
べ
き
こ
と
を
慫
慂
せ
ら
れ
、
そ
の
時

に
は
又
能
ふ
限
り
助
力
を
惜
し
ま
ざ
る
旨
漏
ら
さ
れ
た
。

学
歌
の
録
音

　

こ
の
よ
う
な
複
数
回
の
学
歌
指
導
を
通
じ
て
、
山
田
耕
筰
と
関

西
大
学
と
の
間
で
の
や
り
取
り
が
続
く
う
ち
、
山
田
耕
筰
自
身
が

模
範
演
奏
を
し
た
関
西
大
学
学
歌
を
録
音
し
て
も
ら
う
こ
と
が
企

画
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
千
里
山
学
報
』
第
二
十
二
号
（
大
正
十

三
年
九
月
発
行
）
に
、
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
学
歌
の
レ
コ
ー
ド
声
写

本
学
学
歌
の
作
曲
者
山
田
耕
作
氏
は
、
這
般
特
別
の
好
意
を

以
て
本
学
の
請
を
容
れ
同
学
歌
を
レ
コ
ー
ド
に
声
写
さ
れ
た
。
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こ
こ
に
同
氏
の
懇
情
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る
。
因
に
該
レ
コ
ー
ド
は
固
よ
り
非
売
品
で
は
あ
る
が
、
極

く
少
数
の
枚
数
を
限
り
、
希
望
に
依
り
特
に
本
学
関
係
者
に

頒
つ
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

レ
コ
ー
ド
の
録
音
と
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
の
頒
布
を
知
ら
せ
る
記

事
で
あ
る
。『
千
里
山
学
報
』
第
二
十
三
号
（
大
正
十
三
年
十
月
発

行
）
と
『
同
』
二
十
四
号
（
大
正
十
三
年
十
一
月
発
行
）
に
は
、

申
込
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
（
写
真
2
）。
こ
の
申
込
書
に
よ
れ

ば
、
レ
コ
ー
ド
表
面
は
山
田
耕
筰
が
歌
う
関
西
大
学
学
歌
、
裏
面

に
は
本
学
学
生
有
志
が
歌
う
学
生
歌
を
収
録
し
、
レ
コ
ー
ド
一
枚

一
円
五
十
銭
、
送
料
四
十
銭
で
頒
布
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
レ
コ
ー
ド
が
い
つ
録
音
さ
れ
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
年
史

編
纂
室
で
は
確
か
な
関
係
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
関
西
大
学
の
日
々
の
金
銭
出
納
を
記
し

た
「
日
計
簿
」
で
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
七
月
三
十
一

日
に
「
給
与
費　

山
田
耕
作
謝
礼
」
と
し
て
二
十
円
支
払
わ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
学
歌
録
音
の
謝
礼
で

あ
り
、
こ
の
時
ま
で
に
は
録
音
が
終
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

写真 2　レコード申込書（『学報』第23号掲載）

ま
た
、
学
歌
レ
コ
ー
ド
の
レ
ー
ベ
ル
「
ニ
ッ
ト
ー
レ
コ
ー
ド
」
は

（
写
真
3
）、
大
阪
市
住
吉
区
に
あ
っ
た
日
東
蓄
音
機
株
式
会
社
の

も
の
な
の
で
、
大
阪
で
録
音
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
大

正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
山
田
耕
筰
の
足
取
り
を
追
う
と
、『
東

京
朝
日
新
聞
』
二
月
十
四
日
付
の
記
事
に
は
「
山
田
耕
作
、
作
曲
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写真 3　学歌レコード

家
、
関
西
方
面
の
演
奏
旅
行
か
ら
帰
京
」、
ま
た
『
同
』
四
月
八
日

付
の
記
事
で
は
「
山
田
耕
作
氏
、
大
毎
主
催
音
楽
講
演
の
た
め
過

半
来
、
四
国
、
九
州
、
中
国
各
地
を
巡
歴
、
七
日
名
古
屋
市
の
講

演
を
終
わ
つ
て
八
日
帰
京
」
と
あ
る
。
山
田
耕
筰
は
、
何
度
か
関

西
方
面
を
訪
ね
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
利
用
し
て
録

音
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

レ
コ
ー
ド
音
源
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
『
千
里
山
学
報
』
の
わ
ず
か
な
記
載
か
ら
、
山
田
耕
筰
が
歌
う
学

歌
の
レ
コ
ー
ド
が
存
在
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、『
関
西
大
学

百
年
史
』
で
も
取
り
上
げ
て
は
い
た
が
、
本
学
に
は
現
物
が
残
さ

れ
て
い
な
い
、
幻
の
レ
コ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
幻
の
レ
コ
ー
ド
を
発
掘
さ
れ
た
の
が
、
東
京
在
住
の
加
藤

龍
一
氏
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
中
古
レ
コ
ー
ド
店
で
偶
然
に
こ
の
レ

コ
ー
ド
を
見
出
し
、
山
田
耕
筰
本
人
が
歌
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
購
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
購
入
後
、
加
藤
氏
は
山
田
耕

筰
が
歌
う
関
西
大
学
学
歌
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た
め
ウ
ェ
ブ
で

検
索
し
た
と
こ
ろ
、
関
西
大
学
混
声
合
唱
団
ひ
び
き
の
Ｏ
Ｂ
会
ブ

ロ
グ
に
た
ど
り
着
き
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
存
在
を
書
き
込
ま
れ
た
。

年
史
編
纂
室
で
は
、
ブ
ロ
グ
管
理
人
で
あ
る
吉
川
勲
氏
か
ら
、
十

月
下
旬
、
山
田
耕
筰
が
歌
う
学
歌
レ
コ
ー
ド
収
蔵
の
有
無
の
問
い

合
わ
せ
を
受
け
、
初
め
て
幻
の
レ
コ
ー
ド
が
姿
を
現
し
た
こ
と
を

知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
年
史
編
纂
室
で
は
所
蔵
者
の
加
藤
氏
に
、
デ
ジ
タ
ル

音
源
作
製
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
い
た
だ
け
た
。
そ
こ
で
、
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十
一
月
下
旬
に
職
員
が
東
京
へ
出
張
し
て
加
藤
氏
か
ら
レ
コ
ー
ド

を
借
用
し
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
で
デ
ジ
タ
ル
音
源
の
作
製
を
行
っ

た
。
取
り
出
し
た
デ
ジ
タ
ル
音
源
は
、
さ
ら
に
ノ
イ
ズ
除
去
の
作

業
を
行
な
い
、
レ
コ
ー
ド
を
再
生
し
た
状
態
で
加
工
し
て
い
な
い

音
源
と
、
ノ
イ
ズ
除
去
を
行
っ
た
二
つ
の
音
源
を
納
め
た
Ｃ
Ｄ
を

作
製
し
た
。

今
後
の
活
用
に
む
け
て

　

今
回
、
所
蔵
者
で
あ
る
加
藤
龍
一
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
山
田

耕
筰
歌
唱
学
歌
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
デ
ジ
タ
ル
音
源
を
作
製
し
、
年

史
編
纂
室
で
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
著
作
権
に
か

か
わ
る
問
題
を
解
決
し
た
う
え
で
、
広
く
周
知
・
公
開
す
る
方
法

を
考
え
た
い
。

 

伊
藤
信
明
（
い
と
う　

の
ぶ
あ
き
・
年
史
編
纂
室
）


